
授業の内容等についてのお問い合わせ
群馬大学手話サポーター養成プロジェクト室
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FAX：027-220-7390
 
 

講義題目：日本手話と日本語の違いを見つけよう
講義内容：１コマ（50分）につき、１つのテーマをお選びください。
1. 日本手話の修飾表現を学ぼう（１）程度を表す日本手話の表現（2021年度実施テーマ）
2. 日本手話の修飾表現を学ぼう（２）CL表現で動詞を修飾しよう（2021年度実施テーマ）
3. 日本手話の表現から日本語の自動詞と他動詞を区別しよう
4. 物語における日本手話と日本語の視点の違いを知ろう
5. 日本手話と日本語のポライトネスの違いを知ろう
6. 日本手話と日本語のモダリティの違いを知ろう
7. 日本手話と日本語の否定表現を比べてみよう
対象　　：手話を使用する聴覚特別支援学校高等部の生徒
実施期間：2022 年 9月 1日～2023年 1月 31日（土・日・祝休日・年末年始をのぞく）
実施形態：Zoomによるオンライン
講師　　：共同教育学部 /手話サポーター養成プロジェクト室のろう教員
申込先　：群馬大学HPの模擬授業申込フォーム（以下のURL）からお願いします。

https://www.gunma-u.ac.jp/admission/adm009-2/g2165
※希望模擬授業分野・題目は「共同教育学部」「特別支援教育」「日本手話と日本語の違いを見つけよう」をご入力ください。
※「ご要望・ご質問」欄に、希望する講義内容をご入力ください。
※ 模擬授業は準備等に相当の期間を要しますので、実施希望日の２ヶ月前までに申込みください。
※ 講師のスケジュールがつかず，お引き受けできない場合があります。その際はご容赦くださるようお願いします。

2022 年度
オンライン模擬授業の

ご案内
群馬大学共同教育学部/手話サポーター養成プロジェクト室

群馬大学の学生が学んでいる日本手話の講義を生徒に体験させてみませんか。
日本手話と日本語双方の言語知識を高めることができます。



Q  & A
Q：生徒が個人で申し込むことはできますか。
A：お申込みは学校単位となります。担当者は教員としてください。
 
Ｑ：Zoom以外のミーティングアプリを使用することはできますか。
A：申し訳ございませんが、群馬大学で法人ライセンス契約をしているのが Zoomに
なりますので、他のミーティングアプリには対応いたしかねます。

 
Q：Zoomのセッティングに不安があるのですが…。
A：申し訳ございませんが Zoomに関わる機器セッティングや通信トラブルのサポート
はいたしかねます。接続テストは、Zoomのテスト用Webページをご利用ください。

 
Q：読みとり通訳はつきますか。
A：読みとり通訳はありません。講師は手話のほか、スライド資料や動画を使用して
授業を行います。

 
Q：高等部から聴覚特別支援学校に転校したので、手話が流暢でない生徒がいる
のですが…。

A：日頃から他の生徒と一緒に授業を受けて学んでいるのであれば問題ありません。
講師は手話だけでなく、スライド資料や字幕付動画を使用してわかりやすく教え
るように工夫しています。

 
Q：実施希望日まで２ヶ月を切ってしまったのですが申込みはできるでしょうか。
A：申込みフォームから入力していただくことは可能ですが、準備が間に合わない、
講師のスケジュールがつかない等の理由でお引き受けできないことがあります。

 
Q：講義のテーマの内容がよくわからないのですが…。
A：手話サポーター養成プロジェクト室まで詳細をお問い合わせください。
その後、希望のテーマを決めて、申込みフォームに入力してください。

 
Q：２コマ続けて実施できますか。
A：はい、できます。申込みフォームには、希望するテーマを２つご入力ください。
 
Q：２コマを異なる日に実施できますか。
A：申し訳ございませんが対応いたしかねます。できるだけ多くの学校で模擬授業を
ご体験いただくためご協力のほどよろしくお願いいたします。

Q：講師を指名することはできますか。
A：講師の希望がある場合は、申込みフォームにご入力ください。
講師のスケジュール等によりご希望に沿えない場合があることをご了承ください。


